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 計画の目的 

● 本計画は、こども大綱が目指す「こどもまんなか社会」の実現や「甲府市子ども未来応

援条例」の基本理念を踏まえ、本市が従前より取り組んできた「子育て支援」と「子育

ち応援」を両輪としたこども施策のさらなる深化・充実を図り、「こども育むまち」の実

現をより強力に推進していくために、「子ども・子育て支援事業計画」と「次世代育成

支援行動計画」からなる「甲府市子ども・子育て支援計画」に、「子ども・若者育成支援

についての計画」と「こどもの貧困の解消に向けた対策についての計画」を新たに加

えた「甲府市こども計画」を策定しました。 

 計画の期間 

● 本計画は、令和 7（2025）年度を初年度とし、以降５か年で取り組む計画として令和

11（2029）年度を目標年次とします。 

 アンケート調査 

● アンケート調査の実施 

本計画の施策の主な対象者となる、市内在住の子育て当事者や市内に在学中のこど

もや若者の声を計画に反映するために、以下のアンケート調査を実施しました。甲府

市子どもの意識調査及び甲府市若者の意識調査の集計結果については、各学校にフ

ィードバックを行いました。 

１）甲府市子ども・子育て支援に関するニーズ調査 

■調査対象：就学前児童、小学生のこどもを持つ保護者 

※無作為に抽出したそれぞれ 2,000 人、1,500 人を対象に調査票を 

郵送し、回答を依頼 

■調査期間：令和 6（2024）年 2 月 12 日（月）～3 月 4 日（月） 

■回収件数：就学前児童 1,025 件（回収率 51.3％）、小学生 807 件 

（回収率 53.8%） 

2）甲府市子どもの意識調査（小中学生向け） 

■調査対象：甲府市内に在学の小学 3 年生、小学 5 年生、中学 2 年生  

※甲府市内の小中学校に Web 形式にて回答を依頼 

■調査期間：令和 6（2024）年 7 月 8 日（月）～7 月 19 日（金） 

■回収件数：小学 3 年生 1,083 件（回収率８５．８％）、小学 5 年生 1,034 件（回

収率 86．5％）、中学 2 年生 939 件（回収率 76.7%） 
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３）甲府市若者の意識調査（高校生向け） 

■調査対象：甲府市内に在学の高校生 

※甲府市内の高校に Web 形式にて回答を依頼 

■調査期間：令和 6（2024）年 9 月 11 日（水）～9 月 20 日（金） 

■回収件数：高校生 5,275 件（回収率 60.6%） 

4）甲府市若者の意識調査（大学生・専門学校生向け） 

■調査対象：甲府市内に在学の大学生、専門学校生 

※甲府市内の大学・専門学校に Web 形式にて回答を依頼 

■調査期間：令和 6（2024）年 9 月 24 日（火）～１０月 18 日（金） 

■回収件数：大学生、専門学校生１,２７９件 

● アンケート調査結果（抜粋） 

＜就学前のこどもを持つ母親の就労状況＞ 

平成 30（２０１８）年度と比較すると「フルタイムで就労中」と回答した割合が増加して

おり、就労状況にある母親の割合が 69.9％から 80.2％と増加しています。フルタイム

への転換希望は、「フルタイムへの転換希望はあるが実現できる見込みはない」と回答し

た割合が 20.5％から 26.9％と増加している一方、「フルタイム以外での就労を続ける

ことを希望」と回答した割合が 63.5％から 57.1％と減少しています。 

就労状況 

 

 

 

 

 

 

フルタイムへの転換希望 

 

 

 

 

 

 

 

（資料） 平成 30（2018）年度 甲府市子ども・子育て支援に関するニーズ調査 

 令和 5（2023）年度 甲府市子ども・子育て支援に関するニーズ調査 
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＜学校への満足度（単一回答）＞ 

学校が楽しいと感じる割合について、「とても楽しい」と「楽しい」を合わせて、小学

生で 92.4％、中学生で 89.3％、高校生で 89.5％、大学生・専門学校生で 82.2％

となっています。 

 

小学生（小学３年生と小学５年生の平均） 

中学生 

高校生 

 

大学生・専門学校生 

（資料） 小中学生のデータ：令和 6（2024）年度 甲府市子どもの意識調査（小中学生向け） 

（資料） 高校生のデータ：令和 6（2024）年度 甲府市若者の意識調査（高校生向け） 

（資料） 大学生・専門学校生のデータ：令和 6（2024）年度 甲府市若者の意識調査（大学生・専門学校生向け） 
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＜困ったり悩んだりしたときに相談できる人の有無（単一回答）＞ 

困ったり悩んだりしたときに相談できる相手・場所が「いる」・「ある」と回答した割

合は小学生で 88.1％、中学生で 89.9％、高校生で 89.5％、大学生・専門学校生で

89.8％となっており、本市では、多くのこどもや若者が相談先を有している一方で、

約 10％のこどもや若者は相談先を有していない状況です。 

小学生（小学３年生と小学５年生の平均） 

中学生 

高校生 

大学生・専門学校生 

（資料） 小中学生のデータ：令和 6（2024）年度 甲府市子どもの意識調査（小中学生向け） 

（資料） 高校生のデータ：令和 6（2024）年度 甲府市若者の意識調査（高校生向け） 

（資料） 大学生・専門学校生のデータ：令和 6（2024）年度 甲府市若者の意識調査（大学生・専門学校生向け） 
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 ワークショップ 

 

● ワークショップの開催 

アンケートだけでは把握しきれない、こどもや若者の「こども施策」に対する意見や考

え方などを聴取するために、以下のワークショップを開催しました。 

１）小学生向けワークショップ 

■概要：放課後児童クラブへ訪問し、小学生の声を聴取 

■開催日程：令和 6（2024）年 8 月 19 日（月）、8 月 20 日（火）、８月 27 日（火） 

■会場・人数：羽黒小学校放課後児童クラブ 47 人 

甲運小学校放課後児童クラブ 38 人 

国母小学校放課後児童クラブ 37 人 

山梨 YMCA 51 人 

■テーマ：これからの甲府市にどんなことがあったらうれしいか 

2）中学生～大学生向けワークショップ 

■概要：中学生～大学生・専門学校生向けにワークショップを開催し、声を聴取 

■開催日程：令和 6（2024）年 8 月 31 日（土）、9 月 8 日（日） 

■会場：甲府市役所６階大会議室 

■人数：中学生 24 人、高校生 15 人、大学生 19 人 

■テーマ：甲府市の好きなところ・改善したいところ 

将来（5 年後）の甲府市の姿 

5 年後の将来に向かって必要なこと 
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● ワークショップ結果まとめ 

ワークショップの結果は以下のとおりとなっております。本市の好きなところとして、

自然が豊かであることや、地域とのつながりを感じられることが挙げられています。

一方、気軽に遊べる場所や勉強できるスペースが不足しているという声や、職場体

験・スポーツ体験などの将来の自身の選択肢を広げられるような体験機会が少ない、

といった声も挙げられています。 

本市の魅力を伸ばしつつ、遊び場の充実や体験活動の活発化のほか、地域イベントの

開催などに取り組んでいくことが、こどもや若者の理想の甲府市の姿につながってい

ます。 
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第 六 次 甲 府 市 総 合 計 画 
 

人・まち・自然が共生する未来創造都市 甲府 

地域福祉推進計画 
地域福祉計画・地域福祉活動計画 

成年後見制度利用促進基本計画の一部施策を含む 

 

第５次健やかいきいき甲府プラン 
基本理念 共に支え合い だれもが 住み慣れた地域で 健やかに いきいきと 暮らせるまちづくり 

健康都市宣言・健康都市こうふ基本構想 

保健計画 

食育推進計画・自殺対策推進計画・感染症予防計画の一部施策を含む 
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 第 5 次健やかいきいき甲府プランと甲府市こども計画 

 

● 本計画は、本市が総合的・計画的に市政運営を進めるための指針となる最上位計画

「第六次甲府市総合計画」及び「人」「地域」「まち」の健康づくりに取り組み、「元気

City こうふ」の実現を目指す「健康都市こうふ基本構想」をもとに策定された「第 5 次

健やかいきいき甲府プラン」を構成する 5 分野の個別計画のひとつとなります。 

また、本計画は、福祉に関して、共通して取り組むべき事項を定めた「甲府市地域福祉

推進計画」や、乳幼児から高齢者までの生活を健康という観点から支援する「甲府市

保健計画」と横断的に連携するものです。また、こどもや若者の障がいに関するより

専門的施策を記した「甲府市障がい者福祉計画」との関連性が強い計画となっていま

す。 

 

● 第５次健やかいきいき甲府プラン構成図 
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【小３】 86.0％
【小５】 90.3％
【中２】 89.9％
【高校】 89.5％

【大学・専門学校】
89.8%

指標5
「困ったり悩んだりしたときに相談できる人がいる」と
回答するこどもや若者の割合 全調査において

90％以上
（小5は現状維

持）

悩み事や不安などを相談できる人の有無から、本市での日常生活に
おける安心感を測定

【測定方法】甲府市子どもの意識調査（小中学生向け）、甲府市若者の
意識調査（高校・大学・専門学校生向け）

安心の視点

【就学前】 
94.5%

指標6
「子育て（教育を含む）について気軽に相談できる相手・場所
がいる／ある」と回答する保護者の割合

【就学前】
現状維持

子育て時に生じる悩みを気軽に相談できる相手・場所の有無から、子
育てにおける安心感を測定

【測定方法】甲府市子ども・子育て支援に関するニーズ調査

現状値
(令和6(2024)年度）

目標値
（令和11（2029）年度）

【高校】
27.0%

【大学・専門学校】
24.2%

指標7
「甲府市に愛着を感じている」と回答するこどもや若者の割合 【高校】

37.0%

【大学・専門学校】
34.2%

本市への愛着（本市が好きかどうか）度から、本市に対する将来への
期待値を測定

【測定方法】甲府市若者の意識調査（高校・大学・専門学校生向け）

将来の視点

【高校】
15.2%

【大学・専門学校】
21.0%

指標8
「将来甲府市に住みたいと思う」と回答するこどもや若者の
割合 【高校】

25.2%

【大学・専門学校】
31.0%

将来本市に住みたいという希望から、本市に対する将来への期待
値を測定

【測定方法】甲府市若者の意識調査（高校・大学・専門学校生向け）

現状値
(令和6(2024)年度）

目標値
（令和11（2029）年度）

【小３】 92.8％
【小５】 90.5％
【中２】 81.4％

指標1
「今の生活に満足している」と回答するこどもの割合 【小3】【小5】

現状維持

【中2】
９０％以上

こどもまんなか社会の当事者であるこどもが、自身の生活に満足でき
ているかどうかを測定

【測定方法】甲府市子どもの意識調査（小中学生向け）

生活の視点

【小３】 92.5％
【小５】 92.3％
【中２】 89.3％
【高校】 89.5％

【大学・専門学校】
82.2％

指標2
「学校はとても楽しい」「学校は楽しい」と回答するこどもや
若者の割合 【小3】【小5】

現状維持

【中2】【高校】
【大学・専門学校】

90％以上

こどもや若者が最も多くの時間を過ごす学校生活に対する「楽しさ」と
いう尺度から、こどもや若者の生活に対する充実感を測定

【測定方法】甲府市子どもの意識調査（小中学生向け）、甲府市若者の
意識調査（高校・大学・専門学校生向け）

【１０代】 2.46点
【２０代】 2.21点
【３０代】 2.10点
【４０代】 2.37点
【５０代】 2.62点

指標3
「子ども・子育てへの支援が充実している」と回答する
10代～50代の割合 各年代において

3.00点以上本市の子ども・子育て支援サービスに対する年代ごとの充足感を測定

【測定方法】甲府市市民実感度調査

【就学前】
74.5％
【小学生】
59.9％

指標4
「子育てについて、地域の人や社会に支えられていると感じ
る」と回答する保護者の割合 【就学前】

80％以上

【小学生】
65％以上

子育てをしている保護者が孤立せず、地域や社会から支えられている
ことへの実感度を測定

【測定方法】甲府市子ども・子育て支援に関するニーズ調査

現状値
(令和6(2024)年度）

目標値
（令和11（2029）年度）

 本計画の評価指標 

 

● 本計画の進捗・達成状況を把握・評価するために、「市民が効果を実感しているか」と

いう視点で、定性的な情報を可視化して、客観的に評価できるよう指標を設定します。

評価指標については、「こども大綱」で設定する数値目標を参考に「生活」「安心」「将来」

の 3 つの視点から、指標を設定します。 
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 甲府市こども計画の計画目標と施策体系 

 

● 本計画は、「子育て支援」と「子育ち応援」を両輪とした、施策と事業の総合的かつ計画

的な取組を継承しながら、「こどもまんなか社会」の実現に向け、すべてのこどもや若

者がひとしく健やかに成長し、身体的・精神的・社会的に将来にわたって幸せな状態

（ウェルビーイング）で生活できることを目指し、こどもや若者、子育て当事者のそれ

ぞれのライフステージに合わせた５つの計画目標を設定します。 

計画目標１ こどもや若者の育ちを応援し、みんなが活躍でき 

る「こどもまんなか」社会をつくる 
 

● こどもや若者はそれぞれ多様な背景を持っており、成長の過程で、置かれる環境や心

身の状況も大きく変化していきます。本市の将来を担う貴重な存在であるこどもや若

者が、安全安心な生活を送りながら、それぞれの権利が守られ、状況に応じた支援を

受けることができる体制を整備します。また、こどもや若者が自己肯定感や自己有用

感を高め、社会とのかかわりを強く持てるよう、地域全体でこどもや若者の育ちを応

援する機運を醸成し、様々な体験機会の創出を推進していきます。 

 

 

 

 

 

 

【 主な取組 】 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

施策１ 
多様な遊びや体験の充実と社会参画への機会の創出 

 こどもや若者が自己肯定感や自己有用感を培い、社会参画への主

体性を高めることができるよう、自然体験や職業体験、文化芸術

体験などの多様な体験機会の創出のほか、様々な団体と協力して

生活習慣の形成に取り組みます。 

 遊びや本市ならではの体験を通して、“こうふ愛”の醸成を図るととも

に、だれもが活躍できる体験型イベントの開催などにも取り組みます。 

  こどもや若者の意見表明の場や活躍の機会をはじめ、自然・職業・文化芸術などの多様

な体験機会の充実化 

 郷土愛を育み、多様な世代と交流ができるなど、こどもや若者にとって魅力的なイベン

トの開催 

 こどもや若者が身近で体を動かし遊べる場の充実化 

施策２ 
こどもや若者の権利をまもる支援の強化 
 こどもや若者及びその家庭が抱える様々な困難から、こどもや若

者の権利を守り、安全安心な暮らしができるよう、切れ目のない

保健や医療の提供に取り組みます。 

 こどもや若者の貧困対策や児童虐待の防止・ヤングケアラーへの

支援、障がい児・医療的ケア児への支援などにも取り組みます。 
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【 主な取組 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画目標２ きめ細かな子育て支援で、こどもたちが健やかに

育まれる環境をつくる 
 

● 乳幼児期のこどもは、多くの時間を家庭や地域の中で過ごし、育ちの環境は多様とな

ります。親子への切れ目のない保健と医療の提供のみならず、こどもの愛着形成や他

者とのかかわりによる健やかな育ちを支える環境づくりを推進していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

【 主な取組 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策３ 
親子の絆を大切にする切れ目のない支援の充実 

 妊娠前から出産後の育児に対する不安を軽減できるよう、切れ目のな

い支援を行います。また、親子の安定した愛着（アタッチメント）を育み、

こどもの健やかな成長が実感できるよう、地域子育て支援センターな

どを拠点に、親子ふれあい遊びの充実や保護者同士の交流機会の創出

などに取り組みます。 

 こどもの年齢や保護者の就労状況などに応じた教育・保育の環境整備

にも取り組みます。 

 不妊治療費、不育症検査（先進医療）、不育症治療の助成のほか、「女性の健康相談窓口」

を通じたこどもを望む男女への支援 

 「子育て相談」や「ペアレント相談」などを通じた総合相談や母親の健康を守るための各種

健康診査、「未熟児養育医療の給付」など、こどもの健全な発育・発達における支援 

 育児への不安や負担感を軽減するための「産後ケア事業（宿泊型・日帰り型・訪問型）」や

「体験型♪パパママクラス」、「パパの家事・育児スキルアップ講座」などの教室による親子

の健康づくりの推進 

 子ども屋内運動遊び場「おしろらんど」など、既存施設を活用した遊び場の整備 

 「延長保育」、「病児保育」、「一時預かり」に加え、「こども誰でも通園制度」をはじめとした

新たなサービスの実施のほか、地域に根差した子育て支援拠点としての強化や外国につ

ながるこども及びその保護者も安心して施設を利用できる教育・保育の環境整備 

 市内の医療機関や各種相談窓口の情報をまとめた「子育てガイドブック」や子育て支援ア

プリによる各種情報の周知 

 子育て総合相談窓口「おひさま」や青少年等相談窓口「あおぞら」をはじめとした相談窓

口の設置 

 こころの健康に関する講演会やゲートキーパー養成講座を通じた自殺対策のほか、安全

安心な生活環境を築くための啓発活動の実施 

 母子父子寡婦福祉資金の貸付、入学準備金の融資、学習・生活支援など貧困世帯への支援 

 医療的ケア児等とその家族を地域で支えていくための対応策や、発達障がいに対する理

解促進と適切な支援体制の構築などによる障がい児への支援 
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計画目標３ 新時代の学びや居場所を充実し、こどもたちが健 

やかに成長できる環境をつくる 
 

● 学童期となる小学生から思春期の中学生・高校生は、心身の急速な成長の過程にあり、

また、変化をしていく学習環境の中で、不安を抱きながら成長していきます。すべて

のこどもの学力と社会性を培う機会がひとしく保障されるよう、安全安心なこどもの

居場所づくりや教育環境の整備を推進していきます。 

 
 

 

 

 

【 主な取組 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 主な取組 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  「思春期保健事業」や「学校保健」などを通した健康、性に関する正しい知識のほか、「環境

教育」や「がん教育事業」など多様なテーマによる必要な知識の提供 

 「スクールカウンセラー」、「自立支援カウンセラー」、「スクールソーシャルワーカー」によ

る相談体制の整備をはじめ、外国語を通して、言語や文化について体験的に理解を深め

るための「外国語指導助手（ALT）」を小中高等学校に配置するほか、「教育支援ボランテ

ィア」の活用や「夏休み子どもわくわく学び塾」による教育環境の向上を通じた児童・生徒

へのサポート体制の整備 

 グローバルな視点や、進路・職業選択への関心の醸成を目的とした「甲府市中高生海外研

修」や「職場体験」のほか、「地域課題探究コンペティション」をはじめとする若者の郷土愛

の醸成と「県央ネットやまなし」の魅力の再発見に繋がる様々な活動機会・体験機会の創出 

施策４ 
安心できるこどもの居場所づくり 

 こどもが安全で安心して過ごすことができ、地域や人とのつながり

が持て、自分らしさを発見できる多様な居場所づくりに、こどもや

若者の声を聴きながら取り組みます。 

  校内教育支援センター「ほっとルーム」の設置による学校内における居場所づくり 

 「放課後児童健全育成事業（放課後児童クラブ）」や「放課後子供教室」による遊びや学び

体験ができる放課後の居場所づくり 

 「甲府市子ども応援センター」や「甲府学びくらぶ」、児童館等を活用した地域における居

場所づくり 

施策５ 
一人ひとりに寄り添った教育環境の整備 

 こども一人ひとりが可能性を伸ばしながら成長できるよう、学校や

地域でこどもの学びを保障するとともに、きめ細かな学習支援や

心理的安全性の確保に取り組みます。 
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計画目標４ 若者のチャレンジを応援し、自分らしさを築ける 

環境をつくる 
 

● 大学生や専門学校生などの若者は、自身の成長とともに将来を強く意識しながら、

日々を過ごしています。若者が夢を持ち、様々な選択肢の中から、自分が思い描いた

未来を築いていき、前を向いて挑戦できる環境づくりを推進していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 主な取組 】 

 

 

 

 

 

 

 

   

施策６ 
ライフデザインを描くための支援の充実 

 様々な角度から社会を見つめ、自分らしい未来を描き、その実現に向

かって進めるよう、多様な働き方の中で、自立した生活への一歩を踏

み出していくための支援や結婚を希望する若者への支援などに取り

組みます。 

 早い段階から「県央ネットやまなし」圏域内の企業に関する情報を得

る機会を提供するなど、本市をはじめとした圏域内での就労や定住

を支援・促進します。 

 

  「結婚新生活支援事業補助金」、「地方就職支援金」や「移住支援金」を交付する経済的な

支援のほか、県央ネットやまなし圏域内の企業や魅力を体感する「MIRAITO やまなし

将来発見バスツアー」等の開催を通じた移住・定住への支援 

 「県央ネットやまなし合同企業説明会」等の開催や、「甲府市就職応援サイト」、「はたらく

者のサポ－トガイド」、「地元企業オンライン紹介事業」などを通じた就職への支援 

 学生のボランティア精神を育てるための「地域貢献活動」の展開のほか、「中心市街地空

き店舗活用事業」により、中心市街地に新規出店する方への助成を通じた多様な地域活

動に向けた支援 
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計画目標５ ともに支え合い、人生を楽しみながら子育てで 

きる環境をつくる 
 

● 保護者でもある子育て当事者は、こどもや若者の成長に最も影響のある存在です。そ

の当事者が経済的な不安や孤立感、過度な使命感などを抱くことなく、自己肯定感と

ゆとりを持って子育てできるよう、心理的負担や経済的負担を軽減するための支援

や地域全体で支える体制を充実していきます。 

 

 

 

 

 
 
 
 
【 主な取組 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  「ペアレント相談」や「養育支援訪問」、「乳児家庭全戸訪問」をはじめとする妊娠・出産・育

児の不安や悩みの相談、「体験型♪パパママクラス」、「パパの家事・育児スキルアップ講

座」等による母親のみの孤立した育児にならない取組のほか、こどもの発達や養育上の

不安を解消するための「乳幼児すこやか発達支援事業」を通じた子育てへの心理的負担

の軽減 

 「就学援助費」、「保育料の負担軽減」などの子育て家庭の支援をはじめ、病気や障がいを

抱えるこどもを持つ子育て家庭向けの「小児慢性特定疾病対策事業」などの医療費に対

する助成や各種手当の給付のほか、「妊婦一般健康診査」、「産婦健康診査」、「産後ケア事

業」など、妊娠から出産後の母子の健康管理のための助成を通じた子育てへの経済的負

担の軽減 

 育児休業の取得に関して職場の理解を深めるための啓発活動のほか、「働きやすい環境

づくりの啓発」を進めるための、労働相談室や社会保険労務士相談会等の開催を通じた

子育てと仕事を両立できる環境づくり 

施策７ 
子育てへの心理的負担と経済的負担の軽減 

 こどもや若者を支える家庭（子育て当事者）が不安や孤立感を抱

くことなく子育てができるよう、様々な相談などの支援や子育て

にかかる費用への助成に取り組みます。 

 子育て当事者が子育てと仕事を両立できる環境づくりにも取り

組みます。 
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【 主な取組 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【 主な取組 】 

 

 

  

 

施策８ 
地域で子育て家庭を支える体制の充実 

 「家庭教育講座」や「家庭教育学級」、「地域子育て支援拠点事業」などを実施することによ

る、子育てに関する学びや、親子のふれあいの場、保護者同士の交流など、地域における

気軽な交流場所を通した子育て支援のほか、「ファミリー・サポート・センター」の運営によ

り、育児のサポートを受けたい人と、育児をサポートしたい人のマッチングや、知識・知

恵・経験等が豊富な子育て経験者による「子育て・お助け隊」を編成し、子育て家庭の孤立

防止や不安解消につながる取組を通じた地域の子育てネットワーク形成 

 愛育会による「声かけ・見守り」を中心とした地域のつながりを通じた健康づくり 

 家庭内での良好な子育て環境が保てるよう、こども家庭センター

やファミリー・サポート・センターのほか、愛育会の活動などによ

り、地域の中で子育て家庭を支えるとともに、地域子育て支援セ

ンターなどで、子育てに関する相談や学びができるよう、地域密

着型の子育て支援にも取り組みます。 

 

施策９ 
ひとり親家庭への支援の充実 

 ひとり親家庭で育つこどもの権利が守られるよう、手当等の支給

や自立に向けた支援に加え、ひとり親家庭に対する偏見や差別の

ない、安全で安心な暮らしができるよう、当事者に寄り添った相

談支援や生活支援などに取り組みます。 

 

  「ひとり親家庭相談員」によるひとり親家庭の実情把握と適切な助言をはじめ、「日常生

活支援事業」を通した家庭生活支援員による子育て・生活支援 

 「母子・父子自立支援プログラム」や「母子家庭等就業・自立支援センター事業」による自立

支援、就業支援のほか、「ひとり親いきいき自立応援給付金」や「母子父子寡婦福祉資金

貸付事業」をはじめとした就業・開業・キャリアアップにかかわる各種支援金の貸付、支給

を通じた就業支援 

 児童扶養手当や小中学校進学祝金の支給、医療費の助成を通じた養育費の支援 



 

本計画（概要版）は、ユニバーサルデザインフォントを使用しています。 

ユニバーサルデザインフォントとは、障がいのある人や高齢者をはじめ、 

できるだけ多くの人にとっての読みやすさを考えた書体です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

甲府市こども計画（概要版） 

発行 令和 7（2025）年３月 

 

 

住所  〒400－8585 

甲府市丸の内一丁目 18 番 1 号 

電話  055-237-１１６１（代表） 

URL  http://www.city.kofu.yamanashi.jp 

 


